
～生活リズムを立て直しましょう～ 

 長いお休みを過ごし、楽しい経験をたくさんしたことでしょう。しかしその反面、今まで自立してい

た生活習慣が後退したり、夜更かしなどで生活リズムが乱れたりしていませんか？ここでもう一度生

活リズムを見直し、元気に毎日を過ごせるようにしましょう。 

・早寝早起きをしましょう 

・食事は 3食バランスよく食べましょう 

・朝食後はトイレに座り、排便の習慣を身につけましょう 

・手洗い、うがい、はみがきを忘れずにしましょう 

・寒さに負けずに外で元気に遊びましょう 

 

 あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

冬休みが終わり、みんなの元気な顔が揃うようになりました。ご家族揃って楽しいお正月を過ごすことが出来た

ようですね。病気やけがに注意して今年も元気に過ごしましょう。 

 

1 月下旬ごろより４歳児クラスで「歯の染め出し実習」を行います。歯に関心を持つことが出来

るように取り組んでいきます。 

ほけんだより 1 月号 

             令和 7年 1月 6日 青梅梨の木保育園 

～電気ケトルや炊飯器などのやけどに注意しましょう～ 

 消費者庁が収集している医療機関からの事故情報によると令和 2 年 12 月までの約 10 年間に、電気

ケトルやポット、炊飯器などによる 2 歳以下の乳幼児のやけど事故が計 333 件確認されているようで

す。子どもは大人よりも皮膚が薄く、やけどのダメージが皮膚の奥深くまで影響して、重傷になる可能

性もあります。子どものやけど事故を防止するために、電気ケトルやポット、炊飯器などの取り扱いに

気をつけましょう。 

＊子どもの手の届かない場所で使用しましょう。本体が手の届かない場所にあっても、     

コードを引っ張って倒れることがあります。注意しましょう。 

＊高温蒸気への対策機能（蒸気レス、蒸気カット、蒸気セーブなど）がついている製品の

購入を検討しましょう。 

＜やけどをしてしまったら＞ 

・すぐに流水で冷やしましょう。やけどの大小にかかわらず、とにかく冷やすことが大切です。 

衣類を着ているときは、服の上から水をかけましょう。 

・水ぶくれができたときややけどの範囲が広いときは、受診をしましょう。 

＜やけどのときにしてはいけないこと＞ 

・水ぶくれや皮をむかないようにしましょう。 

・手当が難しくなることもあるので、病院に行く前に軟膏は塗らない方がいいでしょう。 

・皮膚にくっついてしまった衣服は、無理にはがさないようにしましょう。 

 


